
大分大学医学部附属病院 医療技術部放射線部門 

 【施設概要】 

大分大学医学部附属病院は大分県のほぼ中央、由布市にあり、現在、614 床を構え、特定

機能病院、都道府県がん診療連携拠点病院、地域災害拠点病院など多くの指定を受けてい

ます。「患者本位の最良の医療」さらに「高度先進医療の開発と提供をとおして、倫理観

豊かな医療人を育成し、地域社会の福祉に貢献する」ことを基本理念に掲げ、34 の標榜診

療科において年間外来延べ患者 264,000 人、入院延べ 195,000 人の診断・治療を行い、大

分県の地域医療の維持・発展に努めています。 

 

【放射線部の体制】 

2006 年(平成 18 年)10 月に、放射線部門、臨床検査部門、リハビリテーション部門、臨

床工学・歯科部門の合計 4 部門からなる医療技術部が開設されました。以来、部長 1 名、

副部長 1 名を配置し、現在(2022 年 10 月末時点)は総勢 140 名のメディカルスタッフで構成

されています。放射線部門には診療放射

線技師36名(技師長1名、副技師長2名、

主任 6 名、嘱託職員 3 名を含む)が勤務

し業務に励んでいます。放射線部門はモ

ダリティごとに 8部署に分けて業務管理

を行っています。令和 2 年度からそれぞ

れの部署に責任者(副技師長、主任)を 2 名配属させる取り組みを行っており、当直代休・年

休時の責任者不在の解消、責任者自身の知識向上の意識づけ、部内の学術活動の活性化を

図っています。役職を伴わないその他の技師は、新人・中堅・ベテラン問わず複数の部署

を掛け持ちし、一日単位のローテーションで勤務しています。この体制により、年次休暇

や時間休取得、不測の事態にも柔軟に対応出来ています。宿・日直は休日夜間を除いて 2

名(血管造影担当とそれ以外のペア)で行い、緊急検査に迅速に対応できる体制を整えていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【人材育成について】 

当院の教育システムは看護師のラダー教育に準じた方式を取り入れ、初期研修、基礎研修、

専門研修、管理者研修の大きく 4 段階で構成されています。初期研修は新人が当直業務と

して必要な業務スキル、技術・知識スキルを 21 週間のうちに習得するプログラム(21 週プ

ログラム)があります。各部署で統一したフォームで確認シートを作成し、評価者、被評価

者が 3 段階で評価することによって、相互理解と習熟度を「見える化」しています。その

後、基礎研修や専門研修の段階を踏み、部署スタッフとして配属、勤務することにしてい

ます。一昔前のように新入職者だから、とにかく先輩の姿を見てがむしゃらにというので

はなく、今後自分が取り組むべきこと(求められていること)や不足していることを確認しな

がら、指導者と改善項目を共有することで着実にスキルアップ/キャリアアップが出来るシ

ステムとなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

【入職後のキャリアアップサポート】 

〇放送大学を活用した学位取得支援 

職員研修及び自己啓発の一環として、毎年放送大学の受講生の募集が行われています。業

務に関連して受講が必要と判断された教科については，入学料及び授業料が免除されます。 

〇修士・博士課程への就学支援 

大分大学大学院医学系研究科への社会人入学希望者には、業務就業時間や当直業務の面か

ら、「働きながら学べる」環境を可能な限りサポートしています。これまで多くの職員が本

学大学院に進み、医科学修士等の課程を修了しています。 

〇教職員留学等支援事業 

海外で修練し、優れた研究者、医療者としての人材を育成する目的で、教職員の留学等の

援助が行われています。海外の学会での発表なども対象となっており、実際に多くの先輩

技師も制度を活用しています。 

部 署 名: 血管造影検査 DSA/IVR 技師名：

評価日：

評価者：

分類 自己評価 評価者評価

到達目標 1 ・ 2 ・ 3 1 ・ 2 ・ 3

検査技術 1 ・ 2 ・ 3 1 ・ 2 ・ 3
1 ・ 2 ・ 3 1 ・ 2 ・ 3
1 ・ 2 ・ 3 1 ・ 2 ・ 3
1 ・ 2 ・ 3 1 ・ 2 ・ 3
1 ・ 2 ・ 3 1 ・ 2 ・ 3
1 ・ 2 ・ 3 1 ・ 2 ・ 3
1 ・ 2 ・ 3 1 ・ 2 ・ 3
1 ・ 2 ・ 3 1 ・ 2 ・ 3
1 ・ 2 ・ 3 1 ・ 2 ・ 3

検査知識 1 ・ 2 ・ 3 1 ・ 2 ・ 3
1 ・ 2 ・ 3 1 ・ 2 ・ 3
1 ・ 2 ・ 3 1 ・ 2 ・ 3
1 ・ 2 ・ 3 1 ・ 2 ・ 3
1 ・ 2 ・ 3 1 ・ 2 ・ 3
1 ・ 2 ・ 3 1 ・ 2 ・ 3
1 ・ 2 ・ 3 1 ・ 2 ・ 3
1 ・ 2 ・ 3 1 ・ 2 ・ 3

検査実施 1 ・ 2 ・ 3 1 ・ 2 ・ 3
1 ・ 2 ・ 3 1 ・ 2 ・ 3
1 ・ 2 ・ 3 1 ・ 2 ・ 3
1 ・ 2 ・ 3 1 ・ 2 ・ 3
1 ・ 2 ・ 3 1 ・ 2 ・ 3
1 ・ 2 ・ 3 1 ・ 2 ・ 3
1 ・ 2 ・ 3 1 ・ 2 ・ 3
1 ・ 2 ・ 3 1 ・ 2 ・ 3
1 ・ 2 ・ 3 1 ・ 2 ・ 3脳血管3D-回転DSAの手技と画像処理

四肢領域DSA(mapping)

DSA(mapping)+Angio-CT併用する検査

肝疾患に対するIVR(TAI/E、A-port留置など)

消化管出血に対するIVR(塞栓術)

脳血管以外の血管拡張術(PTA,STENT留置,血栓除去術)

IVCフィルター挿入、抜去術

IVR時の被ばく低減策に関する知識

DF装置：I.I.ならびFPD特性に関する知識

腹部領域DSA(mapping)

脳血管Bi-PlaneによるDSA(mapping)

評　価　項　目

HIS/RIS-装置間のデータ受信ならび転送作業、装置準備

画像処理：距離計測、血管径測定

ZIO画像処理：MPR、VR、：Room-2と Room-3

血管解剖(肝・膵・消化管),肝の区域に関する知識

感染予防に関する知識

基 礎 研 修 プ ロ グ ラ ム ( 3 年 計 画 )

研修期間は１年半とし(DSAと心カテ同時進行)、第一に血管造影
検査に必要と思われる最低限の血管･臨床解剖ならび各IVR手法
を理解する。第二に正しい装置の取り扱いと適切な撮影法を身に
つけ、検査を安全に遂行する能力を養う。最終的には、Mapping
DSAと頻度の高い代表的なIVRに対し、一連の操作が実行できる
ような技能レベルまで到達すること。

血管解剖(胸部、大動脈、脊髄領域)の知識

血管解剖(四肢、骨盤領域)の知識

動脈疾患(動脈瘤、動脈解離、ASOなど)に関する知識

IVRに関する基礎知識(概念と手技)

DF装置コンソールの操作全般

Bi-Plane DSA撮影のポジショニング

3D-回転DSA(AUTO)の操作：Room-2 とRoom-3

画像処理：リマスク、ピクセルシフトとレベル調整

オートインジェクタ(DSA用、CT用)の操作

Single Plane DSA撮影のポジショニング

 
研修期間はあくまで目安！努力次第で

研修期間が短縮、次のステップへ！ 



【先輩技師の声】 

【2021 年採用 牧野技師】 

現在、21 週プログラムを修了し、一般撮影、透視、CT を担

当しています。月に 3 回程度当直はありますが、2 名体制なの

で不安な部分は先輩技師にサポート頂きながら業務が出来る

ので安心です。今は日々の業務を安全に実施することで精一杯

ですが、研修プログラムを活用し業務の習熟度を高めていきな

がら、今後は学会発表や専門資格の取得を目標に取り組んで行

きたいです。 

 

【各部門の装置について】 

 各部門の装置については、昨今の放射線診療領域の技術革新に対応すべく最新の装置を導

入しています。最新の装置を用いた研究も積極的に行われています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【最後に】 

近年では、AI に関する大分大学工学部との共同研究も開始されました。学術研究分野は

もちろん、法人団体の理事役員職や全国・九州地域・大分県下に展開している様々な研究

会世話人に就くなど、所属する診療放射線技師全員が自らのキャリアデザインに応じた実

績を上げる取り組みを積極的に行っており、部内全体で個人を応援する配慮ができている

ことも当院放射線部の大きな特徴です。 

ともに放射線部門を盛り上げていける、若い力を心よりお待ち申し上げております。 

 仕事に疲れたら温泉でリフレッシュ！ 


